
既存西棟既存西棟

既存受水槽既存受水槽

新設庁舎新設庁舎

・敷地境界際は穴あきブロックなどにて
　視線は抜けつつ囲われた囲障を形成
・対面の公開空地と
　合わせて広がりの
　ある緑地帯を確保
・夜間の植栽照明に
　より防犯性を高める

・敷地境界際は穴あきブロックなどにて
　視線は抜けつつ囲われた囲障を形成
・対面の公開空地と
　合わせて広がりの
　ある緑地帯を確保
・夜間の植栽照明に
　より防犯性を高める

・通常は一時利用駐車場に利用
　災害時は防災広場として活用
・広場に面して非常時出入口を設置

・通常は一時利用駐車場に利用
　災害時は防災広場として活用
・広場に面して非常時出入口を設置

・西棟側に配置し、
　車路とともに広場
　として活用可能
・離隔距離10m確保
  （西棟の車両出入考慮）

・西棟側に配置し、
　車路とともに広場
　として活用可能
・離隔距離10m確保
  （西棟の車両出入考慮）

(地上2段式)20台(地上2段式)20台

機械式Ｐ
(ピット3段式)30台

機械式Ｐ
(ピット3段式)30台

離隔10m離隔10m ピロティ
車庫
6台

ピロティ
車庫
6台

公務用出入口公務用出入口
非常時出入口非常時出入口

▶▶

▲▲

▽▽ ▽▽ ▲▲

来庁者
出入口
来庁者
出入口

来庁者用
車両動線
来庁者用
車両動線

公務用車両動線公務用車両動線

公務用歩行者・駐輪場出入口公務用歩行者・駐輪場出入口

緑地緑地

緑地の広がり緑地の広がり
近隣ビル
公開空地
近隣ビル
公開空地

囲障参考事例囲障参考事例

緑地緑地

セキュリティ
ラインを示す
セキュリティ
ラインを示す

公務用駐輪場公務用駐輪場

来庁者
駐輪場
来庁者
駐輪場

スロープスロープ

来庁者Ｐ3台来庁者Ｐ3台

至立町電停
↓

至立町電停
↓

↑　
至女学院前電停 

↑　
至女学院前電停 

３基にて計画
（隣地斜線制限）
３基にて計画
（隣地斜線制限）

タワーＰ３基
84台

タワーＰ３基
84台

12m12m

15
m
15
m

セキュリティ用
目隠しフェンス
セキュリティ用
目隠しフェンス

電動セキュリティゲートの設置電動セキュリティゲートの設置 公務用と完全分離公務用と完全分離

周辺環境に寄与する緑地帯周辺環境に寄与する緑地帯

防災広場となる「多機能広場」の確保防災広場となる「多機能広場」の確保

防災広場にも活用
可能なピロティ車庫
防災広場にも活用
可能なピロティ車庫

セキュリティ門扉セキュリティ門扉

ワンルートの公務用車両動線

ピット式
併用の検討
ピット式
併用の検討

西棟側に公務用出入口を設置

NN
BCP

BCP

機械式駐車場機械式駐車場
タワー駐車場タワー駐車場
公務用車両動線公務用車両動線

来庁者用車両動線来庁者用車両動線

Ａ案（東西案） Ｂ案（正方形案）

公務用車両動線

配置イメージ

建物配置比較

ワンルートでコンパクト 〇 〇△分岐があり駐車場面積大 ワンルートでコンパクト
東・南面とも十分に確保 〇 〇△東面の緑地が少ない 東・南面とも十分に確保
隣地・道路斜線／壁面後退 〇 ×〇隣地・道路斜線／壁面後退 北側の隣地斜線が厳しい

工事中に現北棟の一時利用可能 〇 △〇工事中に現北棟の一時利用可能 工事中に現北棟の一時利用不可

日射負荷の大きい東西面が最小 ◎ △〇日射負荷の大きい東西面が中程度 日射負荷の大きい東西面が最大
廊下を短くできる ◎ ◎△比較すると廊下が長い 廊下を短くできる
経済的なスパン 〇 〇△比較するとスパン大 経済的なスパン

緑地帯の確保
建築制限

工事計画(今後検討)

日射負荷低減
レンタブル比
構造スパン

Ｃ案（南北案）

既存
西棟
既存
西棟

既存
西棟
既存
西棟

既存
西棟
既存
西棟新設庁舎新設庁舎

コアコア
コアコアコアコア

新設
庁舎
新設
庁舎

新設庁舎新設庁舎

▲▲ ▲▲

▲▲

来庁者来庁者 来庁者来庁者

来
庁
者
来
庁
者

緑地少

分岐
あり

廊下短 廊下短
道路斜線セットバック・壁面後退 5m以上 道路斜線セットバック・壁面後退 5m以上 道路斜線セットバック・壁面後退 5m以上

壁面
後退3m

隣地斜線セットバック(14m以上) 隣地斜線セットバック(14m以上) 隣地斜線セットバック(14m以上)壁面
後退3m

壁面
後退3m

地震・
液状化
地震・
液状化

津波津波
台風・

ゲリラ豪雨
台風・

ゲリラ豪雨
インフラ途絶インフラ途絶

ハイブリッド免震構造、強固な杭基礎
天井材・設備機器の徹底的な落下防止
駐車場部に砂杭施工

津波避難ビルとしての整備など今後検討

浸水浸水
１階レベルを周辺より1ｍほど上げる
駐車場部は50cm程度上げ、防水板設置
免震装置・設備機器を２階に配置

庇など耐風圧仕様を徹底した設計
余裕のある雨水排水計画

電力電力

通信通信

水道水道

下水下水

電源確保電源確保

通信継続通信継続

飲料水確保
雑用水確保
飲料水確保
雑用水確保

トイレ排水トイレ排水

・電源車、電気自動車の接続
・自然換気（空調停止）
・空冷式非常用発電機の設置
・通信引き込みの多重化
・簡易無線、衛星通信の活用
・受水槽（2階）の設置
・備蓄倉庫
・マンホールトイレの活用
・非常用雑用水槽・排水槽の設置

駐車場駐車場 道路道路

S造S造
2F～2F～

制振構造制振構造

1F1F
SRC造SRC造

機械式
駐車場
機械式
駐車場

免震装置　
（中２階設置）

免震装置　
（中２階設置）

免震層の
ダンパー制御
免震層の

ダンパー制御

制振ダンパー制御制振ダンパー制御

砂杭砂杭
砂杭ピッチ
粗く
砂杭ピッチ
粗く

変位緩衝孔変位緩衝孔

現場打ち耐震杭現場打ち耐震杭既製耐震杭既製耐震杭

浸水３ｍ浸水３ｍ

外装部：垂直ダンパー
コア部：筋交いダンパー
外装部：垂直ダンパー
コア部：筋交いダンパー

空調空調 5,335 GJ/ 年 10,117 GJ/ 年
312 MJ/ ㎡年 470 MJ/ ㎡年PAL＊PAL＊
（設計値） （基準値）

換気換気 468 GJ/ 年 782 GJ/ 年
照明照明 1,385 GJ/ 年 4,656 GJ/ 年
給湯給湯 112 GJ/ 年 275 GJ/ 年
昇降機昇降機 366 GJ/ 年 489 GJ/ 年

創エネルギー創エネルギー -103 GJ/ 年 -
合計合計

一次
エネルギー
消費量

一次
エネルギー
消費量

7,563 GJ/ 年 16,319GJ/ 年
BPIBPI 0.66
BEIBEI 0.47 （<0.5）

非非
乗乗 乗乗 寝寝
付室付室 WCWC

廊下廊下

事務室等事務室等

自然光自然光

自然光自然光
給湯給湯

多機能
バルコニー
多機能
バルコニー

特別避難階段特別避難階段

オープンな中央階段オープンな中央階段
常開防火戸常開防火戸

フロア全体にセキュリティを
掛けることも可能
フロア全体にセキュリティを
掛けることも可能

事務室A事務室A

事務室K事務室K 事務室L事務室L事務室D事務室D

事務室E事務室E

事務室G事務室G

事務室H事務室H

対策対策

事務室C事務室C

事務室N事務室N
事務室M事務室M

事務室P事務室P事務室O事務室O

事務室Q事務室Q

総合指揮室総合指揮室

更更

更更

BB

更更

更更
給湯給湯

給湯給湯

給湯給湯

（空調機器）（空調機器）（その他機器）（その他機器）

その他機器その他機器

給湯給湯

給湯給湯

給湯給湯

給湯給湯

給湯給湯

給湯給湯

給湯給湯

給湯給湯

給湯給湯

更更

更更

更更

更更

更更

更更

更更

作業室B作業室B 事務室・会議室・更衣室等事務室・会議室・更衣室等

※フロア構成は与件通り
※作業室フロアは低層部へまとめる
　ことも今後検討

※フロア構成は与件通り
※作業室フロアは低層部へまとめる
　ことも今後検討

作業室作業室
多機能バルコニー多機能バルコニー

コア(階段・EV)コア(階段・EV) 倉庫倉庫

作業室N作業室N作業室M作業室M

作業室H作業室H

事務室B事務室B

事務室J事務室J 事務室I事務室I

更更

更更
作業室B作業室B

作業室作業室
倉庫倉庫

電話交換機室･機械室電話交換機室･機械室

電気室電気室

非常用
発電機室
非常用
発電機室

屋上設備
機器置場
屋上設備
機器置場

ホバリング
スペース
ホバリング
スペース

作業室B作業室B

待機室待機室

相談相談

会議室会議室

会議室会議室

会議室会議室

会議室会議室 書庫書庫

柔剣道場柔剣道場

武具庫武具庫

会議室会議室
相談室相談室

上部 太陽光発電パネル上部 太陽光発電パネル

医務室医務室

ロビーロビー

会議室会議室

会議室会議室

会議室会議室

会議室会議室

会議室会議室

会議室会議室

会議室会議室

受水槽等受水槽等

防災センター防災センター

備蓄
倉庫
備蓄
倉庫

作戦作戦

協議協議

ピロティ
車庫
ピロティ
車庫 駐輪

場
駐輪
場

逓送室逓送室

WCWC

WCWC

WCWC

WCWC

WCWC

WCWC

WCWC

WCWC

WCWC

WCWC

WCWC

WCWC

WCWC

WCWC

仮眠仮眠

仮眠仮眠

仮眠室仮眠室

仮眠室仮眠室

シャワー室シャワー室

シャワー室シャワー室

前室前室

事務室A事務室A事務室A

事務室K事務室K事務室K 事務室L事務室L事務室L事務室D事務室D事務室D

事務室E事務室E事務室E

事務室G事務室G事務室G

事務室H事務室H事務室H

対策対策対策

事務室C事務室C事務室C

事務室N事務室N事務室N
事務室M事務室M事務室M

事務室P事務室P事務室P事務室O事務室O事務室O

事務室Q事務室Q事務室Q

総合指揮室総合指揮室総合指揮室

更更更

更更更

BBB

更更更

更更更
給湯給湯給湯

給湯給湯給湯

給湯給湯給湯

（空調機器）（空調機器）（空調機器）（その他機器）（その他機器）（その他機器）

その他機器その他機器その他機器

給湯給湯給湯

給湯給湯給湯

給湯給湯給湯

給湯給湯給湯

給湯給湯給湯

給湯給湯給湯

給湯給湯給湯

給湯給湯給湯

給湯給湯給湯

更更更

更更更

更更更

更更更

更更更

更更更

更更更

作業室B作業室B作業室B 事務室・会議室・更衣室等事務室・会議室・更衣室等事務室・会議室・更衣室等

※フロア構成は与件通り
※作業室フロアは低層部へまとめる
　ことも今後検討

※フロア構成は与件通り
※作業室フロアは低層部へまとめる
　ことも今後検討

※フロア構成は与件通り
※作業室フロアは低層部へまとめる
　ことも今後検討

作業室作業室作業室
多機能バルコニー多機能バルコニー多機能バルコニー

コア(階段・EV)コア(階段・EV)コア(階段・EV) 倉庫倉庫倉庫

作業室N作業室N作業室N作業室M作業室M作業室M

作業室H作業室H作業室H

事務室B事務室B事務室B

事務室J事務室J事務室J 事務室I事務室I事務室I

更更更

更更更
作業室B作業室B作業室B

作業室作業室作業室
倉庫倉庫倉庫

電話交換機室･機械室電話交換機室･機械室電話交換機室･機械室

電気室電気室電気室

非常用
発電機室
非常用
発電機室
非常用
発電機室

屋上設備
機器置場
屋上設備
機器置場
屋上設備
機器置場

ホバリング
スペース
ホバリング
スペース
ホバリング
スペース

作業室B作業室B作業室B

待機室待機室待機室

相談相談相談

会議室会議室会議室

会議室会議室会議室

会議室会議室会議室

会議室会議室会議室 書庫書庫書庫

柔剣道場柔剣道場柔剣道場

武具庫武具庫武具庫

会議室会議室会議室
相談室相談室相談室

上部 太陽光発電パネル上部 太陽光発電パネル上部 太陽光発電パネル

医務室医務室医務室

ロビーロビーロビー

会議室会議室会議室

会議室会議室会議室

会議室会議室会議室

会議室会議室会議室

会議室会議室会議室

会議室会議室会議室

会議室会議室会議室

受水槽等受水槽等受水槽等

防災センター防災センター防災センター

備蓄
倉庫
備蓄
倉庫
備蓄
倉庫

作戦作戦作戦

協議協議協議

ピロティ
車庫
ピロティ
車庫
ピロティ
車庫 駐輪

場
駐輪
場
駐輪
場

逓送室逓送室逓送室

WCWCWC

WCWCWC

WCWCWC

WCWCWC

WCWCWC

WCWCWC

WCWCWC

WCWCWC

WCWCWC

WCWCWC

WCWCWC

WCWCWC

WCWCWC

WCWCWC

仮眠仮眠仮眠

仮眠仮眠仮眠

仮眠室仮眠室仮眠室

仮眠室仮眠室仮眠室

シャワー室シャワー室シャワー室

シャワー室シャワー室シャワー室

前室前室前室

▶▶

▲▲

▽▽ ▽▽

セキュリティゲート
建物中央より
エントランス

ローカウンターの受付
セキュリティライン

　非常時出入口
（物資の出入れ可能）

公務用出入口公務用出入口

来庁者
出入口
来庁者
出入口

緊急時でも対応しやすい
低層部に配置

緊急時に人の動線と
備蓄物資動線を分けられる

多機能バルコニー多機能バルコニー

騒音に配慮し
高層部に配置

滞留スペース
常時は食事や打合せ利用可能

前室を東側に配置し
神棚(西側)の正面性を確保

余剰倉庫

2F

1F

9F

10F

11F

12F

13F

14F

15F
(RHF)

3F

4F

5F

6F

7F

8F

NN

事務室・研究室・
作業室等

事務室・研究室・
作業室等

コアコア
廊下廊下

16m
無柱空間
16m
無柱空間

多機能バルコニー多機能バルコニー 多機能バルコニー多機能バルコニー
特別避難階段特別避難階段

乾式壁乾式壁 自然排煙自然排煙 自然採光自然採光

自然排煙自然排煙

FL

FL

FL

FL

2,8
00

2,8
004,0
00

4,0
00

4,5
00

4,5
00

10
0

10
0

3,3
00

3,3
00

天
井
高

天
井
高

天
井
高

天
井
高

2,8
00

2,8
00

30
0

30
0

作業室作業室

事務室事務室

事務室事務室

十分な天井高さ十分な天井高さ

乾式間仕切乾式間仕切

乾式二重床  H=300乾式二重床  H=300

事務室のみのフロア事務室のみのフロア

作業室＋事務室フロア作業室＋事務室フロア

・設備配管ルートの確保
・設備荷重対応
・設備配管ルートの確保
・設備荷重対応

乾式二重床
(OAフロア)
H=100

乾式二重床
(OAフロア)
H=100

汚水槽

柔剣道場柔剣道場

駐車場駐車場

太陽光発電パネル・蓄電池太陽光発電パネル・蓄電池

空冷式非常用発電機 空冷式非常用発電機 
バックアップ用衛星通信用アンテナバックアップ用衛星通信用アンテナ

燃料タンク（72時間対応）燃料タンク（72時間対応）
防水板防水板

事務室等事務室等

自然採光の確保
（凹状窓面、Low-e複層ガラス）
自然採光の確保
（凹状窓面、Low-e複層ガラス）

▽1FL

▽2FL

壁面主体の外観・高断熱化壁面主体の外観・高断熱化

全館LED照明
昼光センサー等による制御
全館LED照明
昼光センサー等による制御

室内機・全熱交換器の
センサーによる自動風量調整
室内機・全熱交換器の
センサーによる自動風量調整

自然通風自然通風

非常用雑用水槽・排水槽非常用雑用水槽・排水槽
電力(EPS)電力(EPS)

情報(ECS)情報(ECS)

ホバリングスペースホバリングスペース

高効率型空調室外機高効率型空調室外機

機械式
駐車場
機械式
駐車場

◁道路斜線制限◁道路斜線制限

隣地
斜線制限▷
隣地
斜線制限▷

総合指揮室・備蓄倉庫総合指揮室・備蓄倉庫 免震装置は中２階設置
１階は耐水圧性の高いSRC造
免震装置は中２階設置
１階は耐水圧性の高いSRC造

受水槽・総合盤・ポンプ等２階設置受水槽・総合盤・ポンプ等２階設置
BEMSによる管理運用BEMSによる管理運用

１階レベルは1m程度上げる１階レベルは1m程度上げる
防災広場としても利用可能なピロティ車庫防災広場としても利用可能なピロティ車庫

浸水１ｍ浸水１ｍ
浸水３ｍ浸水３ｍ

駐車場部かさ上げ
（50cm程度）
駐車場部かさ上げ
（50cm程度）

本線・予備線２回線引込本線・予備線２回線引込

電力・情報シャフト分離電力・情報シャフト分離

多機能広場（防災広場）多機能広場（防災広場）

BCP

BCP

BCP

BCP

BCP

BCP

BCP

BCP

BCP

BCP

BCP

BCP

BCP

BCP

BCP

ZEB

ECO BCPZEB

ECO

ECO

BCPZEB

ECO BCPZEB
ECO BCPZEB

ECO ZEB

ECO ZEB

ECO ZEB

節水型便器節水型便器

事務室等事務室等

（外部）（外部）

（内部）（内部）

近隣
建物
近隣
建物

自然採光・自然換気の可能な
奥行きのあるスリット窓
自然採光・自然換気の可能な
奥行きのあるスリット窓

視線制御視線制御

平面イメージ平面イメージ

事
務
室

事
務
室

腰壁腰壁

開閉の容易な
開き窓

開閉の容易な
開き窓

階高設定に影響
しない垂直基調
の外観デザイン

階高設定に影響
しない垂直基調
の外観デザイン

CH
=3
,30
0

CH
=3
,30
0

CH
=2
,80
0

CH
=2
,80
0

作
業
室

作
業
室

断面イメージ断面イメージ

木質天井木質天井
受付（ローカウンター）受付（ローカウンター）
フラッパーゲートフラッパーゲート

庇：木質軒天庇：木質軒天
穴あきブロック穴あきブロック

道路道路歩道歩道

（敷地内）（敷地内） （敷地外）（敷地外）

道路境界線 ▷道路境界線 ▷ 視線の抜ける
穴あきブロック
視線の抜ける
穴あきブロック
コンクリート擁壁コンクリート擁壁

目隠しフェンス
セキュリティライン
目隠しフェンス
セキュリティライン

車両衝突防備車両衝突防備

建設 運用 修繕 改修 維持管理 廃棄
0（億円） 50 100 150 200 250 300 350 400

在来型
庁舎

本計画

3939 9393 1061068383 5151 55

7878 2222 7979 9090 4646 55 56億円

バリアフリー
デザイン
バリアフリー
デザイン

・敷地外よりエントランスまでスロープ設置
・車いすや高齢者に配慮したローカウンターの受付
・車いす対応エレベータの設置

ユニバーサル
デザイン
ユニバーサル
デザイン

・色弱者への配慮含め、男女トイレなど誤進入防止
    の観点からも、明確な色分けを行ったサイン計画
・空間の形や色から動線を認識しやすくする
・廊下などゆとりを持たせた計画とする

ジェンダーフリー
デザイン

ジェンダーフリー
デザイン

・LGBTの方々も利用しやすい、性区別のなく
   プライバシー性の高い多目的トイレの複数設置
・仮眠室・更衣室の一部個室化など検討

1.  機動性、保安性、柔軟性を追求した高性能庁舎【テーマ１：警察機能を発揮させる機能的な施設づくり】
1-1．敷地条件および周辺環境を最大限に活かした配置計画1-1．敷地条件および周辺環境を最大限に活かした配置計画

2. 災害に強く、緊急時の対策拠点として迅速な活動が行える庁舎【テーマ２：万全な防災対策による安全な施設づくり】  3.  快適性と環境性を両立したZEB庁舎【テーマ３：環境に配慮した魅力ある公共建築物としての施設づくり】
2-1．高層免震の実現2-1．高層免震の実現

1-2．将来の警察機能の変化に対応できるフレキシブルな計画1-2．将来の警察機能の変化に対応できるフレキシブルな計画

1-3．高度なセキュリティ計画1-3．高度なセキュリティ計画 1-4．働きやすい執務環境づくり1-4．働きやすい執務環境づくり

▲各フロア平面の考え方▲各フロア平面の考え方

▲各フロア断面の考え方▲各フロア断面の考え方

南東側からの鳥瞰イメージ南東側からの鳥瞰イメージ

13.0cm×8.8cm=114.4㎠13.0cm×8.8cm=114.4㎠

配置イメージ配置イメージ

▲建物配置比較▲建物配置比較

▲各階平面イメージ▲各階平面イメージ▲各階コア廻りイメージ▲各階コア廻りイメージ

▲各BCP対策と実効性の高い環境技術▲各BCP対策と実効性の高い環境技術▲構造計画の考え方▲構造計画の考え方 ▲ダイバーシティデザイン▲ダイバーシティデザイン▲ライフサイクルコスト縮減効果(65年)▲ライフサイクルコスト縮減効果(65年)

▲一次エネルギー消費量削減▲一次エネルギー消費量削減

窓廻りイメージ窓廻りイメージ

来庁者出入口イメージ来庁者出入口イメージ

1Fエントランスイメージ1Fエントランスイメージ

想定される災害と対策▶想定される災害と対策▶

3-2．環境負荷の小さく、周辺環境になじむ外観・内装デザイン3-2．環境負荷の小さく、周辺環境になじむ外観・内装デザイン

3-3．ダイバーシティデザイン3-3．ダイバーシティデザイン

3-1．実効性の高い技術の優先採用3-1．実効性の高い技術の優先採用 業務の実施方針

建ぺい率 40％・容積率 400％の敷地条件を最大限使いきる配置計画とします。 レンタブル比の高い平面形状とし、経済的な設計とすると
ともに、将来的な機能変化にも対応しやすい計画とします。

（敷地外周部）周囲には目隠しフェンス、車路部に
は電動セキュリティゲートを設置します。また、
駐車場含め来庁者出入口は、公務用出入口と完全
分離させ、交錯しない計画とします。

（内部）入退館及び内部セキュリティ確保のため、
１階エントランスには、フラッパーゲート（無停電
電源装置を併用）などを設置し、顔認証システム
や生体認証での入退館管理も検討します。
・各階ＥＶホール及び
階段でのセキュリ
ティラインを形成
することも可能で、
特に秘匿性の高い階
は、フロアカットを
することも可能です。

・ＥＶホールや階段を中央部に設け、
また、廊下に開放的な階段とするこ
とで、フロア移動時にエレベータも
階段も利用しやすい計画とします。
・ＥＶホールや給湯はオープンとし、
閉塞的になりがちな廊下空間にも
自然光の入る工夫を施します。
・武道場フロアには、滞留スペースに
もなるロビーを設置し、食事場所と
しての利用や打合せなど、平時には
福利厚生エリアとして機能させるこ
とも可能です。
・窓は奥行きのあるスリット形状とし、
自然採光を得つつ、近隣ビルからの
視線が入りにくい形状とします。

配置計画のポイント　【明快な動線計画と多機能広場（防災広場）の確保】
① 来庁者と公務用動線を明確に分離し、来庁者動線は南側に集約
② 敷地内の公務用車両動線は、分岐がなく機動性・視認性の高いワンルート動線
　 東側、南側ともに同等のゲート幅を設け、緊急時にどちらへも出やすい計画
③ ピット式機械駐車場の併用により、訓練や非常時にも活用できる「多機能広場
（防災広場）」を確保（通常時は一時利用駐車場として利用）
④ 必要緑地面積はできるだけ地上部に確保し、周辺環境の向上に寄与
⑤ 西側に配した公務用出入口、離隔10mの確保により、既存西棟との連携を向上

平面計画のポイント
① 各階のコア（EV・階段部分）を集約し、レンタブル比
向上（約74%）。廊下の直線化により移動距離を短縮

② 廊下を含めて事務・作業室を無柱空間とし、レイアウトの
自由度が高い、適切な奥行と整形な執務空間を確保

③ 各室の壁は乾式化し、将来の室変更にも容易に対応可能。
また間仕切変更をしやすいよう、自然排煙にて計画

④ 空調室外機や、作業室で必要な屋外機器類を設置できる
多機能バルコニーを各フロアの東西に設置。他階に影響
なく、単独フロアにて将来改修工事も可能

⑤ 屋上を階として利用でき（電気室類の他、福利厚生施設
などの設置も可能）、安全性の高い特別避難階段にて計画

断面計画のポイント
① 設備更新性を考慮し、事務室・作業室ともに乾式二重床の採用
② 作業室フロアは、ヘビーデューティゾーン・局所荷重の
設定を考慮した構造フレームとし、事務室から作業室への
転換など将来のあらゆる機能変化に対応

③ 各室天井は低廉で改修時も再利用可能な大型岩綿吸音板
１枚張ビス止め仕様とし、LCCに配慮

ハイブリッド免震構造の採用
高層建物の免震構造では、免震部分に強い転倒
モーメントが生じます。これを減衰させ、かつ
強風時の居住性を高めるため、免震より上部は、
ダンパーを設けた制振構造とします。免震下部は、
堅牢な鉄骨鉄筋コンクリート造とします。

液状化対策
・地盤が軟弱で液状化の可能性があるため、
本体建物は現場打ち耐震杭、機械式駐車場
（タ ワーパーキング）は既製耐震杭とします。
・駐車場部分は砂杭で締固め、液状化に対応
します。接道部は道路の沈下を考慮し砂杭
ピッチを粗く施工し、既存建物や隣地部は砂杭
の影響が及ばないよう変位緩衝孔を配します。

自然環境を取り入れ、親しみやすい外観デザイン
・基壇部～胴部～頂部の三層構成及びアースカラーの
外壁によって、安心感のある外観を実現します。
・各階の異なる階高や設えなど
が表出しない、垂直基調の窓
廻りとします。開閉しやすい
窓形状によって、自然採光及
び自然通風を促進します。

地元資源の有効活用
１階エントランスを建物中央
に設け、正面性を創出します。
雨掛りのない軒天や天井・壁
などに広島県産木材を利用し、
親しみやすいエントランス
ゾーンを形成します。また、
リサイクル材のマルチチップ
を外構植栽に活用します。

防犯性・環境性の高い沿道景観
敷地境界は、緑地を
垣間見られる穴あき
ブロックとします。
ブロック下部は擁壁
として、車両衝突など
の防備を整えます。

投資対効果の高い環境技術を選定（左下
図参照）し、ZEB Readyを達成します。

ライフサイクルコスト削減の具体的手法
①ハイブリッド免震構造　耐震性能を
高めつつ、上部構造の鉄骨量を耐震構
造よりも 15%縮減し全体躯体量を削減
②更新性の高い設備ルート確保　将来の
更新・増設を見込んだ設備スペース
の確保、各階に多機能バルコニー設置
③メンテナンス性への配慮　適切な窓
面積、耐久性の高い内外装材、自浄
作用のある外装材、汎用性が高く維持
管理の容易な設備機器の採用 ユニバーサルデザインをはじめ、

障がい・性別・国籍などの様々な
多様性を受け入れるダイバーシ
ティデザインの考えを基に、職員
利用並びに来庁者利用の双方より、
きめ細かく検討します。

2-2．災害に対する備え、インフラ途絶時の機能維持（BCP対策）2-2．災害に対する備え、インフラ途絶時の機能維持（BCP対策）

浸水・津波対策
・中２階免震とし、３ｍの浸水時にも
免震装置の水没を回避します。
・１階基壇部は堅牢なSRC造とし、
高い耐浪性を確保します。
・受水槽・ポンプ・総合盤・室外機
などの機器類を上階に配置します。

・周辺地盤より1 階床レベルを 1m
程度、北側駐車場を 50cm 程度
上げ（防水板併用）、1m 浸水時
における諸機能を堅持します。

インフラ途絶時の機能維持
・各ライフラインの途絶想定期間に
応じて、インフラ供給の多重化や、
耐震性・備蓄量に対応させた
合理的な計画とします。
・上水の遮断時にも利用できる
空冷式非常用発電機を設置し、
燃料タンクは72時間対応かつ、
機械式駐車場を一定程度作動
可能な容量とします。

2-3．市民を守る拠点庁舎2-3．市民を守る拠点庁舎

・総合指揮室や備蓄倉庫など、
災害対策の拠点となる室は、
階段での迅速な移動に配慮
し、低層階に集約します。
・多機能広場を「防災広場」
として活用し、備蓄倉庫か
らの搬出や緊急車両の配備、
炊出しや仮設テント・WC
設営場などに利用できます。
・ピロティ車庫は、一時的な物
資受入など雨天時の防災広場
としても活用できます。
・屋上にホバリングスペースを
設置します。

1. 実績豊富なメンバーによる実施体制
・広島県内の国・県の庁舎や他都道府県
警察施設、高層免震建物の実績を持つ
メンバーにて、本業務を円滑に遂行します。
・公共建築工事品質確保技術者（１種）
を中心に、第三者的立場での設計審査
（DR）を行い、地域性に配慮した材料・
工法・工程・仮設計画、VECD検討 (※)
など、設計の妥当性を高めます。
   ※特別避難階段回避・屋上スリム化等
2. BIM を活用した設計
・設計初期より BIM を活用し、視覚的
かつ網羅的に設計内容の把握をしやすく
することで、齟齬なく業務を進めます。
・免震装置のある低層部など、設備・構
造も含めた 3D による検証を行います。
内外観のほか各種シミュレーションや
コスト集計など、随時検証します。
3. SDGs 設計への取り組み
・弊社では、建築設計に特化した「SDGs
に向けての設計ガイドライン」を独自に
設けており、持続可能な社会の実現に
資する公共建築を目指します。
4. ZEB 建築への取り組み
・多くの認証実績を活かし、ZEBプランナー
登録企業として、ZEB の確実な実現や
認証をサポートします。

本計画地は、官庁施設の集積する都心立地でありながら、広島城を
中心とした緑豊かな景観形成の一助となる場所と考えます。
広島の治安・防災拠点として、「防災力・指揮力のさらなる強化」を
第一命題ととらえつつ、簡素で質実な建物デザインや、沿道に潤いを
もらたす緑量の豊かなランドスケープなど、「街に開かれ、市民に
親しみやすい庁舎」を実現します。

様式 10 

警察活動の統括機関として、堅牢性・柔軟性を備えた、
広島の安全と秩序を象徴する警察本部別館庁舎を目指します。
警察活動の統括機関として、堅牢性・柔軟性を備えた、
広島の安全と秩序を象徴する警察本部別館庁舎を目指します。

沿道景観沿道景観


